
 

 

 



 



１．　会議

《理事会・総会》

月日 開催場所 備考

令和4年6月16日 第１回理事会 二本松文化センター会議室 理事４名・監事２名・事務局１名

令和4年6月16日 監査会 二本松文化センター会議室 理事４名・監事２名・事務局１名

令和4年6月28日 令和４年度総会 二本松文化センター研修室 ２０名（うち委任状５名）

令和4年12月5日 第２回理事会 二本松市民交流センター第１会議室 理事７名・監事１名・事務局１名

令和5年3月16日 第３回理事会 二本松文化センター会議室 理事７名・監事１名・事務局１名

《運営委員会》

月日 開催場所 備考

令和4年4月26日 ４月運営委員会 二本松文化センター会議室 運営委員１１名・事務局１名

令和4年5月31日 ５月運営委員会 二本松文化センター会議室 運営委員１１名・事務局１名

令和4年6月28日 二本松文化センター会議室 運営委員１０名・事務局１名

令和4年7月26日 ７月運営委員会 二本松文化センター会議室 運営委員７名・事務局１名

令和4年8月30日 ８月運営委員会 二本松文化センター会議室 運営委員１０名・事務局１名

令和4年9月27日 ９月運営委員会 二本松文化センター会議室 運営委員９名・事務局１名

令和4年10月25日 １０月運営員会 二本松文化センター会議室 運営委員７名・事務局１名

令和4年11月29日 １１月運営委員会 うおんどり 運営委員４名・事務局１名

令和4年12月27日 １２月運営委員会 二本松文化センター会議室 運営委員７名・事務局１名

令和5年1月31日 １月運営委員会 二本松文化センター会議室 運営委員８名・事務局１名

令和5年2月28日 ２月運営委員会 二本松文化センター会議室 運営委員１０名・事務局１名

令和5年3月28日 ３月運営委員会 二本松文化センター会議室 運営委員９名・事務局１名

《県ＳＣ・県北ＳＣ総会・会議》

月日 開催場所 備考

令和4年4月2日 郡山市労働福祉会館 クラブマネジャー出席

令和4年4月20日 書面開催

令和4年6月17日 福島市キョウワグループ・テルサホール 杉内　貞夫出席

令和4年9月22日 書面開催

令和4年9月30日 書面開催

令和4年10月12日 郡山市安積学習センター （いわしろ：藤野マネジャー参加）

令和5年1月25日 書面開催

令和5年2月16日 鏡石町鳥見山陸上競技場 （いわしろ：藤野マネジャー参加）

２．教室開催

月日 開催場所 備考

全６回開催
延べ１５名参加

全１０回開催
延べ１５名参加

　４年３月１８日～
　　４年４月２３日

硬式テニス教室 城山庭球場

（社）福島県総合型地域スポーツクラブ連絡協G日会令和４年度総会

福島県総合型地域スポーツクラブ連絡第１回総会

二本松文化センター研修室他

福島県総合型地域スポーツクラブ連絡第１回受任幹事会

福島県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会第２回常任幹事会

福島県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会第１回専門部会

福島県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会第３回常任幹事会

全１０回開催
延べ２５１名参加

　４年１０月８日～
　　5年３月１８日

チャレンジ☆キッズ～uppreclass～ 二本松文化センター体育室他

事業

福島県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会第２回総会

　４年４月１４日～
　　　５年３月２３日

福島県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会第２回専門部会

事業

ストレッチ教室

４年６月４日～
　５年３月１８日

報告第１号　令和４年度事業報告について

事　業　報　告
《令和４年４月１日～令和５年３月３１日》

事業

全２４回開催
延べ１９８名参加

　４年４月６日～
　　　５年３月１５日

事業

６月運営委員会

城山ライフキネティック教室 二本松文化センター研修室他
全３９回開催
延べ１６２名参加

チャレンジ☆キッズクラブ 二本松文化センター体育室他



３．サークル・スクール活動
サークル 活動日 活動時間 開催場所 備考

城山庭球場

城山総合体育館

毎週月曜日 城山第２体育館

毎週木曜日 城山総合体育館ほか

毎週水曜日 午後1時～３時

毎週木曜日 午後７時～９時

毎週火曜日

毎週金曜日

毎週水曜日 二本松文化センター体育室他

毎週木曜日 城山第二体育館

午前１０時～１１時３０分 二本松文化センター研修室

午後１時３０分～３時 二本松文化センター研修室

午後６時３０分～８時 二本松文化センター日本間

毎週金曜日 午前１０時～１２時

午後７時～９時

午前１０時～１２時

スクール 活動日 活動時間 開催場所 備考

毎週火曜日 午後６時～８時

毎週土曜日 午後１時～６時

毎週火曜日 午後６時～８時

毎週土曜日 午後１時～６時

毎週月曜日

毎週木曜日

毎週月曜日

毎週木曜日

４．イベント
令和４年11月 新型コロナウイルス感染症のため中止 -

令和4年11月5日

令和4年11月6日

全１０３回開催
延べ１，２５９名参加

二本松文化センター研修室
全２４回開催
延べ１５８名参加

毎週水曜日

令和4年12月4日 第１５回ソフトバレーボール大会 岳下体育館・農村婦人の家
全２０チーム
１００名参加

バドミントンＡＭ

午前１０時～１２時
全１０１回開催
延べ１，６３１名参加

全９９回開催
延べ９７８名参加

午後７時～８時

スポーツ吹矢

シニアスポーツ 毎週火曜日 午前１０時～１１時３０分 市民交流センター第３会議室他
全４２回開催
延べ４０２名参加

ソフトバレーボール

ハンドメイド 毎週木曜日
午後１時３０分
～３時３０分

二本松文化センター会議室

午後６時３０分
～９時３０分

県北ＳＣ交流イベント

城山総合体育館

城山総合体育館

城山庭球場

硬式テニス

山楽会 毎月第２火曜日

午後７時～９時ソフトテニス 毎週日曜日

バレトン 毎週金曜日

午後1時３０分～
３時３０分

全９９回開催
延べ８５６名参加

県内外の山岳

全３４回開催
延べ１５９名参加

午後７時～９時
全６９回参加
延べ１，６４３名参加

ヨーガ
毎月
第１・２・３金曜日

城山庭球場
毎週土曜日

全９回開催
延べ１１５名参加

トレーニング 毎週火・木曜日 午後７時～８時 城山総合体育館トレーニング室

レクダンス

全５０回開催
延べ４２３名参加

全４１回開催
延べ２８３名参加

東北ブロックネットワークアクション 岩手大学

（一社）にほんまつ城山クラブ　理事長　菅野　力雄　　

令和5年5月30日

全１００回開催
延べ１，６８７名参加

全８２回開催
延べ１，８６１名参加

タグラグビー 毎週金曜日 午後７時～９時 城山第２体育館
全５２回開催
延べ５０６名参加

ソフトテニス
（ジュニア）

ソフトテニス
（アンダー14）

午後６時３０分
～９時３０分

午前１０時～１２時 城山第二体育館

城山庭球場

全８９回開催
延べ７３１名参加

卓球

市民交流センター第３会議室他
全４６回開催
延べ２４０名参加

毎週木曜日
午後１時３０分
～３時３０分

二本松文化センター研修室

全９２回開催
延べ４７２名参加

バドミントンPM 毎週水曜日 午後７時～９時 城山第二体育館

バウンドテニス 二本松福祉センター体育室

全５３回開催
延べ８３５名参加



報告第２号
令和４年度（一社）にほんまつ城山クラブ

収入金額 7,560,267 円

支出金額 6,216,446 円

差引残高 1,343,821 円

１．収入の部 （単位　円）
４年度予算 ４年度決算 比較増減 備　　　　考

1,000,000 1,010,500 10,500
1,000,000 1,010,500 10,500
1,663,000 1,663,000 0 令和４年度スポーツクラブ運営補助
1,663,000 1,663,000 0

579,000 0 △ 579,000
281,000 △ 281,000
298,000 △ 298,000

0 0 0
0 0 0

2,168,000 2,258,320 90,320
1,723,000 1,769,520 46,520 サークル・教室参加費

45,000 40,000 △ 5,000
400,000 448,800 48,800
550,010 441,226 △ 108,784

10 12 2 利子等
450,000 404,914 △ 45,086 施設使用料
100,000 36,300 △ 63,700

1,691,221 1,691,221 0
1,691,221 1,691,221 0

0 496,000 496,000
0 496,000 496,000
0 0

7,651,231 7,560,267 △ 90,964

２．支出の部
４年度予算 ４年度決算 比較増減 備　　　　考

3,169,000 2,916,009 △ 252,991
2,735,000 2,491,872 △ 243,128

賃金 1,900,000 1,650,942 △ 249,058 マネジャー賃金
共済費 750,000 736,930 △ 13,070 社会保険料・厚生年金保険料
預り金 85,000 104,000 19,000 事務局個人市民・県民税

10,000 12,406 2,406 私用車借上・旅費弁償費他
10,000 5,028 △ 4,972
10,000 0 △ 10,000 私用車借上・旅費弁償費他
50,000 86,998 36,998 用紙代・プリンターインク代他
20,000 34,980 14,980 パソコン関連機器購入（ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ等）
20,000 0 △ 20,000 事務機器修繕
5,000 0 △ 5,000 お茶代ほか
5,000 0 △ 5,000 名刺印刷他

130,000 69,351 △ 60,649
携帯・ＰＣ通信料 0 0 0
通信運搬費 100,000 42,942 △ 57,058
労働保険料 30,000 26,409 △ 3,591 マネジャー労働保険料

10,000 80,000 70,000
20,000 6,000 △ 14,000 役員交際費等
72,000 72,000 0 法人県民税・法人市民税
20,000 17,050 △ 2,950 収入印紙等
10,000 10,000 0 県ＳＣ・県北ＳＣ会費
25,000 14,644 △ 10,356 生活習慣病健診料他
6,000 6,000 0 施設使用料・駐車場協力金

11,000 9,680 △ 1,320 賃金振込手数料
3,443,020 3,272,077 △ 170,943
2,260,000 2,145,181 △ 114,819

講師謝金 2,000,000 1,912,118 △ 87,882 講師謝金・謝礼（個人）
役務団体謝金 20,000 0 △ 20,000 講師謝金・謝礼（法人）
預り金（事業） 240,000 233,063 △ 6,937 講師謝金（源泉徴収所得税）

70,000 68,200 △ 1,800 スポーツ用品購入
20,000 0 △ 20,000
20,000 0 △ 20,000 会報印刷・パンフレット・ポスター
5,000 0 △ 5,000 各サークル薬箱

30,000 42,640 12,640 大会参加激励金
100,000 74,902 △ 25,098 ソフトバレーボール大会他経費
700,000 701,808 1,808 公共施設使用料
198,020 198,020 0 令和４年度分団体保険料
40,000 41,326 1,326 振込手数料

1,039,211 28,360 △ 1,010,851
1,019,211 1,760 △ 1,017,451

20,000 26,600 6,600
7,651,231 6,216,446 △ 1,434,785

収　支　決　算　書
《令和４年４月１日～令和５年３月３１日》

科 目
１受取年会費

会員受取年会費
２受取補助金

市補助金

７繰越金
繰越金

３受取助成金
福島県スポーツ振興基金

４受取寄付金
寄付金

５事業収入

福島県スポーツ振興基金

参加費
イベント・大会参加費
講師派遣

６雑収入
受取利子
サークル負担金

収 入 合 計

８未収入金
福島県スポーツ振興基金

サークル負担金

雑収入

研修費

１管理費
給与手当

科 目

旅費交通費（事務局）
旅費交通費（役員）
旅費交通費（運営委員）

人件費

修繕費

消耗品費
備品購入費

使用料

会議費
印刷製本費（事務局）
役務費

法人税
租税公課

支出合計

渉外費

3予備費
予備費
慶弔費

医薬材料費
活動補助金

諸会費

支払手数料
２事業費

（一社）にほんまつ城山クラブ　理事長　菅野　力雄
令和5年5月30日

支払手数料

用具点検修繕費
印刷製本費（事業）

福利厚生費

事業経費
施設使用料
保険料

スポーツ用具費



報告第２号　令和４年度収支決算報告について

科 目 金 額 金 額

【流動資産】

（現金・貯金）

現金 10,000

普通預金　ＪＡ 346,103

普通預金　ＪＡ 304,333

普通預金　二本松信用金庫 187,385 0

現金・貯金　計 847,821 0

（売上債権）

未収入助成金 496,000 1,691,221

流動資産　合計 496,000 △ 347,400

【固定財産】 1,343,821

1,343,821

固定財産　合計 0

資産の部　合計 1,343,821 1,343,821

【流動資産】
（現金・貯金）

現金
普通預金　ＪＡ
普通預金　ＪＡ
普通預金　二本松信用金庫

現金・貯金計

（売上債権）
未収入金（スポーツ振興くじ）
売上債権　計

流動資産合計

【固定資産】
有形固定資産計
固定資産計
資産の部　合計

【流動資産】
流動負債　計

流動資産合計

正味財産　合計

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　貸　借　対　照　表
一般社団法人にほんまつ城山クラブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年３月３１日現在

資 産 の 部 負 債 ・ 正 味 財 産 の 部

科 目

【流動資産】

前受金

流動負債　計

負債の部　合計

正 味 財 産 の 部

【正味財産】

設立時正味財産額

当期正味財産増減額

正味財産　計

正味財産の部　合計

負債・正味財産の部合計

　　　　　　　　　　　 　財　産　目　録

一般社団法人にほんまつ城山クラブ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年３月３１日現在

《資　産　の　部》

346,103
304,333

10,000

187,385
847,821

496,000
496,000

1,343,821

0
0

1,343,821

0
0
0

《負　債　の　部》



報告第２号　令和４年度収支決算報告について

【収入の部】

【会費】

年会費 1,010,500

【補助金】

二本松市補助金 1,663,000

【助成金】

福島県スポーツ振興基金 496,000

【事業収入】

クラブ事業参加費 2,258,320

【雑収入】

受取利子他 441,226

収入合計 5,869,046

【支出の部】

【管理費】

給与 2,491,872

旅費交通費 17,434

消耗品費 86,998

会議費 0

備品購入費 34,980

役務費 42,942

研修費 80,000

渉外費 6,000

法人税 72,000

租税公課 17,050

諸会費 10,000

福利厚生・雇用保険料 41,053

使用料 6,000

支払手数料 9,680

管理費合計 2,916,009

【事業費】

人件費 2,145,181

スポーツ用具費 68,200

用具点検修繕費 0

需用費 272,922

活動補助金 42,640

施設使用料 701,808

支払手数料 41,326

【予備費】

予備費 1,760

慶弔費 26,600

事業費合計 3,300,437

支出合計 6,216,446

令和４年度増減額 △ 347,400

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　損　益　計　算　書

一般社団法人にほんまつ城山クラブ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自　令和４年４月１日　至　令和５年３月３１日



報告第２号
令和４年度にほんまつ城山クラブ

科 目
Ⅰ　経常収益

１．受取年会費
年会費 1,010,500 1,010,500

２．受取補助金
二本松市市補助金 1,663,000 1,663,000

３．受取助成金
福島県スポーツ振興基金 496,000 496,000

４．事業収入
参加費 1,769,520
イベント・大会参加費 40,000
講師派遣事業 448,800 2,258,320

５．その他収益
寄付金 0
受取利息 12
サークル負担金 404,914
雑収入 36,300 441,226

経常収益計 5,869,046
Ⅱ　経常費用

１．管理費
（１）人件費（事務局）

給与手当 2,491,872
福利厚生費 41,053
人件費合計 2,532,925

（２）その他経費
旅費交通費 17,434
消耗品費 86,998
備品購入費 34,980
会議費 0
通信運搬費 42,942
研修費 80,000
渉外費 6,000
法人税等 72,000
租税公課 17,050
諸会費 10,000
使用料 6,000
支払手数料（事務局） 9,680
その他経費合計 383,084

管理費合計 2,916,009
２．事業費
（１）人件費

講師謝金・交通費 2,145,181
役務契約団体謝金 0
人件費合計 2,145,181

（２）その他経費
備品購入費 68,200
活動補助金 42,640
需用費 272,922
施設使用料 701,808
支払手数料（事業） 41,326
その他経費合計 1,126,896

事業費合計  3,272,077
3．予備費

予備費 28,360 28,360
経常費用計 6,216,446

当期経常増減額 △ 347,400

Ⅲ　経常外経費
経常外収益計 0

Ⅳ　経常外費用
経常外費用計 0
税引前当期正味財産増減額 △ 347,400

法人税・住民税及び事業税 0
当期正味財産増減額 △ 347,400
前期繰越正味財産額 1,691,221
次期繰越正味財産額 1,343,821

活　動　計　算　書
令和４年　４月　１日～令和５年３月３１日まで

（単位　円）
金 額



台　　数 備　　考

1台 平成２８年

1台 平成２８年

1台 平成２５年度廃棄

1台 平成２９年度廃棄

1台 平成１８年度

1台 令和２年度故障廃棄

1台 平成２４年

２０組 平成２４年

２台 平成２４年

1台 平成２４年

1台 平成２４年

1台 平成２８年度廃棄

1台 平成２５年

1台 平成２６年

1台 平成２６年

1台 平成２６年

1台 平成２８年

1台 令和元年度

備 品 目 録

令和5年5月31日

（２）パソコン（FUJITSU)　FM-V

（５）ラミネーター（FELLOWERS)Ａ３

（４）デジタルカメラ（CASIO)　EXILIM EX-Z600

（３）プリンター（PIXUS）　MP950

（９）ゼット得点板　ＺＣ１０１３

（11）デジタルカメラ（SONY)　SLT-A57

（10）レーザービームプリンター（Canon）　Satera LBP5910

（16）シーテッドレックプレスステーション

品 名

（１）パソコン（FUJITSU)　FM-V

（６）ラミネーター（FELLOWERS)A４

（７）セノー　クランチＢＢ４８２２

（８）ノルディックウォーキング用ポール

（18）パソコン（ＮＥＣ）　ＶｅｒｓａＰｒｏ　VRT25Ｆ-5

（14）体組織計

（15）血圧計

（17）インクジェットプリンター（エプソン）

（12）プリンター（CanonPIXUS) MG7130

（13）体組織計



恒三
皿 査　　報 書

令和5年5月15日二本松文化センターにおいて、令和4年度一般社団法人

にほんまつ城山クラブの財政状況を監査した結果、適切に処理されていること

を認めます。

令和5年5月15日

（一社）にほんまつ城山クラブ

理事長　菅野　力雄様

＼ノ

監事

監事

ト＼



１．会議

《理事会・総会》

月日 開催場所 備考

令和５年５月 第１回理事会 二本松文化センター会議室 理事６名　監事１名　事務局１名

令和5年５月 監査会 二本松文化センター会議室 理事６名　監事１名　事務局１名

令和5年５月 令和５年度総会 二本松文化センター研修室

第２回理事会 二本松文化センター会議室

第３回理事会 二本松文化センター会議室

第４回理事会 二本松文化センター会議室

第５回理事会 二本松文化センター会議室

《運営委員会》

月日 開催場所 備考

令和5年4月25日 ４月運営委員会 二本松文化センター会議室

令和5年5月30日 ５月運営委員会 二本松文化センター会議室

令和5年6月27日 二本松文化センター会議室

令和5年7月25日 ７月運営委員会 二本松文化センター会議室

令和5年8月29日 ８月運営委員会 二本松文化センター会議室

令和5年9月26日 ９月運営委員会 二本松文化センター会議室

令和5年10月31日 １０月運営員会 二本松文化センター会議室

令和5年11月28日 １１月運営委員会 二本松文化センター会議室

令和5年12月26日 １２月運営委員会 二本松文化センター会議室

令和6年1月30日 １月運営委員会 二本松文化センター会議室

令和6年2月27日 ２月運営委員会 二本松文化センター会議室

令和6年3月26日 ３月運営委員会 二本松文化センター会議室

《県協議会・県北ＳＣ総会・会議》

月日 開催場所 備考

令和5年4月19日 キョウワグループテルサホール 杉内貞夫出席

令和5年4月28日 キョウワグループテルサホール 杉内貞夫出席

令和5年5月16日 福島県青少年会館　大研修室 杉内貞夫・佐久間伸一出席予定

未定 岩代公民館会議室

未定 オンライン

未定 二本松市民交流センター第２会議室

２．教室開催
月日 開催場所 備考

県北ＳＣ第３回　ＣＭＭ

　６月３日～
　　　　３月９日

二本松文化センター体育室他
（小学１～３年対象）
（小学４～６年対象）

　４月５日～
　　　　　３月１３日

ストレッチ教室 二本松文化センター日本間 全２４回

　４月６日～
　　　　３月２８日

事業

事業

６月運営委員会

事業

市町村・スポーツ関係者連携セミナー

事業

県北ＳＣ第１回　会議

県協議会令和５年度総会

ニュースポーツ教室

県協議会第２回常任幹事会・専門委員会

県北ＳＣ総会

県北ＳＣ監査会

県北ＳＣ第２回　会議

県北ＳＣ第１回　ＣＭＭ

県北ＳＣ第２回　ＣＭＭ

城山ライフキネティック教室

７月～ 二本松文化センター体育室他 全９回開催（予定）

チャレンジ☆キッズクラブ（全１０回開催）

県協議会第１回常任幹事会

地域スポーツ推進セミナー

議案第１号　令和５年度事業計画について

事　業　計　画　書
《令和５年４月１日～令和６年３月３１日》

毎月４回開催二本松文化センター講習室



３．サークル・スクール活動

サークル 活動日 活動時間 開催場所 備考

城山庭球場 4月～１１月

二本松文化センター体育室・城山第二体育館 １２月～３月

毎週月曜日 午後７時～９時

毎週木曜日 午後７時～９時

シニアスポーツ 毎週火曜日 午前１０時～１１時３０分 市民交流センター第３会議室他

山楽会 毎月第２火曜日 県内外の山岳 ４月～１２月

トレーニング 毎週火・木曜日 午後７時～８時 城山総合体育館トレーニング室

ＹＯＧＡ 毎週水曜日 午前９時３０分～１１時 二本松文化センター日本間

レクダンス 毎週水曜日 午後1時３０分～３時３０分 二本松文化センター研修室

毎週水曜日 午後１時～３時

毎週木曜日 午後７時～９時

バドミントンＰＭ 毎週水曜日 午後７時～９時 城山第二体育館

毎週火曜日 午前１０時～１２時

毎週金曜日 午前１０時～１２時

毎週水曜日 午前１０時～１２時 二本松文化センター体育室

毎週木曜日 午前１０時～１２時 城山第二体育館

ハンドメイド 毎週木曜日 午後１時３０分～３時３０分 二本松文化センター会議室

スポーツ吹矢 毎週木曜日 午後１時３０分～３時３０分 二本松文化センター研修室

午前１０時～１１時３０分 二本松文化センター研修室

午後１時３０分～３時 二本松文化センター研修室

午後６時３０分～８時 二本松文化センター日本間

バレトン 毎週金曜日 午後７時～８時 市民交流センター第３会議室他

硬式テニス 毎週金・土曜日 午前１０時～１２時 城山庭球場

スクール 活動日 活動時間 開催場所 備考

毎週火曜日 午後６時～８時 城山庭球場

毎週土曜日 午後１時～６時 城山庭球場

毎週火曜日 午後６時～８時 城山総合体育館

毎週土曜日 午後１時～６時 城山総合体育館外

毎週月曜日 城山庭球場

毎週木曜日 城山庭球場

毎週月曜日 城山総合体育館

毎週木曜日 城山総合体育館

タグラグビー 毎週金曜日 午後７時～９時 城山第二体育館

４．イベント

未定 未定 -

未定
未定

バウンドテニス

（一社）にほんまつ城山クラブ　理事長　菅野　力雄

城山第二体育館他ソフトバレーボール

東北ブロックネットワークアクション

バドミントンＡＭ 城山第二体育館

県北ＳＣ交流イベント

午後６時３０分
～９時３０分

ソフトテニス 午後７時～９時

４月～１１月

二本松福祉センター体育室

毎月
第１・２・３金曜日

岳下体育館・農村婦人の家

ヨーガ

１２月～３月

ソフトテニス
（ジュニア）

第１６回ソフトバレーボール大会

４月～１１月

１２月～３月

ソフトテニス
（アンダー１４）

午後６時３０分
～９時３０分

毎週日曜日

令和5年12月3日

卓球



議案第２号　令和５年度収支予算について

収入金額 8,298,000 円

支出金額 8,298,000 円

差引残高 0 円

１．収入の部 （単位　円）
5年度予算 ４年度予算 比較増減 備考

1,000,000 1,000,000 0
1,000,000 1,000,000 0
1,663,000 1,663,000 0 令和５年度スポーツクラブ運営補助
1,663,000 1,663,000 0
1,586,000 579,000 1,007,000
1,080,000 0 1,080,000 令和５年度クラブマネジャー設置事業

0 281,000 △ 281,000 高齢者のスポーツ環境に関する事業

506,000 298,000 208,000 成人のスポーツ環境に関する事業
1,000 0 1,000
1,000 0 1,000

2,258,800 2,168,000 90,800
1,770,000 1,723,000 47,000 サークル・教室参加費

40,000 45,000 △ 5,000
448,800 400,000 48,800 6600円×2回（１日）×３４回＝６８回
445,379 550,010 △ 104,631

12 10 2 利子等
405,000 450,000 △ 45,000 施設使用料
40,367 100,000 △ 59,633 施設使用料還付金

1,343,821 1,691,221 △ 347,400
1,343,821 1,691,221 △ 347,400

0 0 0
0 0 0
0 0 0

8,298,000 7,651,231 646,769

２．支出の部
５年度予算 ４年度予算 比較増減 備考

3,438,000 3,169,000 269,000
2,855,000 2,735,000 120,000

賃金 2,000,000 1,900,000 100,000 マネジャー賃金
共済費 750,000 750,000 0 社会保険料・厚生年金保険料
預り金 105,000 85,000 20,000 事務局個人市民・県民税

13,000 10,000 3,000 私用車借上・旅費弁償費他
10,000 10,000 0 私用車借上・旅費弁償費他
1,000 10,000 △ 9,000 私用車借上・旅費弁償費他

90,000 50,000 40,000 用紙代・プリンターインク代他
50,000 20,000 30,000 パソコン関連機器購入（ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ等）
10,000 20,000 △ 10,000 事務機器修繕
5,000 5,000 0 お茶代ほか
5,000 5,000 0 名刺印刷他

200,000 130,000 70,000
携帯・ＰＣ通信料 120,000 0 120,000
通信運搬費 50,000 100,000 △ 50,000
労働保険料 30,000 30,000 0 マネジャー労働保険料

30,000 10,000 20,000 役員・運営委員・マネジャー研修会参加費
20,000 20,000 0 役員交際費等
72,000 72,000 0 法人県民税・法人市民税
20,000 20,000 0 収入印紙等
10,000 10,000 0 県ＳＣ・県北ＳＣ会費
30,000 25,000 5,000 生活習慣病健診料他
6,000 6,000 0 施設使用料・駐車場協力金

11,000 11,000 0 賃金振込手数料
3,394,280 3,443,020 △ 48,740
2,150,000 2,260,000 △ 110,000

講師謝金 1,900,000 2,000,000 △ 100,000 講師謝金・謝礼（個人）
役務団体謝金 10,000 20,000 △ 10,000 講師謝金・謝礼（法人）
預り金（事業） 240,000 240,000 0 講師謝金源泉徴収所得税

50,000 70,000 △ 20,000 スポーツ用品購入
50,000 20,000 30,000

100,000 20,000 80,000 会報印刷・パンフレット・ポスター
10,000 5,000 5,000 薬代他

45,000 30,000 15,000 施設利用補助

80,000 100,000 △ 20,000 ソフトバレーボール大会他経費
700,000 700,000 0 公共施設使用料
167,280 198,020 △ 30,740 令和５年度分団体保険料
42,000 40,000 2,000 振込手数料

1,465,720 1,039,211 426,509
1,435,720 1,019,211 416,509

30,000 20,000 10,000
8,298,000 7,651,231 646,769

保険料

支出合計

（一社）にほんまつ城山クラブ　理事長　菅野　力雄

支払手数料
３予備費

予備費
慶弔費

令和5年5月30日

用具点検修繕費
印刷製本費（事業）
医薬材料費

活動補助金

事業経費
施設使用料

福利厚生費
使用料
支払手数料

２事業費
人件費

スポーツ用具費

役務費

研修費
渉外費
法人税
租税公課
諸会費

消耗品費
備品購入費
修繕費
会議費
印刷製本費（事務局）

科 目
１管理費

給与手当

旅費交通費（事務局）
旅費交通費（役員）
旅費交通費（運営委員）

繰越金
８未収入金

収 入 合 計

スポーツ振興くじ助成金
サークル負担金

講師派遣
６雑収入

受取利子
サークル負担金
雑収入

７繰越金

４受取寄付金
寄付金

５事業収入

福島県スポーツ振興基金

参加費
イベント・大会参加費

福島県スポーツ振興基金

３受取助成金
スポーツ振興くじ助成金

収　支　予　算　書
《令和５年４月１日～令和６年３月３１日》

科 目
１受取年会費

会員受取年会費
２受取補助金

市補助金
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一般社団法人にほんまつ城山クラブ　定款

第1章　総　則

（名称）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

第1条　当法人は、一般社団法人にほんまつ城山クラブと称する。

（主たる事務所）

第2条　当法人は、主たる事務所を福島県二本松市に置く。

第2章　目的及び事業

（目的）

第3条　当法人は、スポーツ・文化の振興を図り、市民の健康保持増進、地域
コミュニティーの促進、豊かな高齢者社会の創造及び青少年の健全育

成等明るく豊かで活力に満ちた地域社会の形成に寄与することを目的
とする。

（事業）

第4条　当法人は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。
（1）総合型地域スポーツクラブの運営事業

（2）各種スポーツ教室、文化活動、興業、イベント、大会の開催事業

（3）会員の親睦を図るための事業

（4）スポーツを通じた健康増進事業

（5）スポーツ基金事業

（6）人材育成事業

（7）施設の管理運営事業

（8）スポーツに関する情報の提供・発信事業

（9）スポーツに関する調査・研究事業
（10）指導者の育成・派遣事業
（11）スポーツ関連商品の販売事業
（12）スポーツ関連書籍の販売事業

（13）スポーツに関する保険代理店事業

（14）トレーニング教室及びスポーツ傷害予防指導教室の開催事業

（15）国際交流に関する事業
（16）環境保全活動に関する事業

（17）前各号に掲げる事業に付随又は関連する事業
（18）その他、当法人の目的を達成するために必要な事業



（公告）

第5条　当法人の公告は主たる事務所の公衆の見やすい場所に掲示する方
法により行う。

第3章　社員及び会員

（法人の構成員）

第6条　当法人の会員は、次の2種とする。なお、＿正会員をもって一般社団法
人及び一般財団法人に関する法律（以下「一般法大法」という。）上
の社員とする。

（1）正会員　当法人の目的に賛同して入会し、当法人の活動・運営に
参画する個人及び法人

（2）賛助会員　当法人の事業に賛助するために入会した個人及び法人

（入会）

第7条　正会員になろうとする者は、入会申込書を当法人に提出し、理事会の
承認を得なければならない。

（経費の負担）

第8条　会員は、当法人の目的を達成するため、それに必要な経費を支払う義
務を負う。
2　会員は、社員総会において別に定める年会費を納入しなければならな
い。

（退会）

第9条　会員は、理事会において別に定める退会届を提出することにより、任
意にいつでも退会することができる。

（除名）

第10粂　会員が次のいずれかに該当するときは、社員総会において、総正会
員の半数以上が出席し、総正会員の議決権の3分の2以上に当たる

多数の決議をもって、当該会員を除名することができる。
（1）当法人の定款又はその他規則に違反したとき

（2）当法人の名誉を傷つけ又は目的に反する行為をしたとき

（3）その他除名すべき正当な事由があるとき　　　　　　、

（会員資格の喪失）

第11条　会員が次の各号のいずれかに該当する場合には、その資格を喪失す
る。

（1）第8条の義務が1年以上履行しなかったとき

（2）除名されたとき

（3）当該会員が死亡又は解散若しくは破産したとき
．（4）総正会員の同意があったとき



（会費・その他拠出金品の不返還）

第12条　当法人は、会員が資格を喪失しても既に納入した会費その他拠出金
品は、これを返還しない。

第4章　社員総会

（社員総会）

第13条　当法人の社員総会は、定時総会及び臨時総会の2種とする。

（構成）

第14条　社員総会は、正会員をもって構成する。
2　社員総会における議決権は、正会員1名につき1個とする。

（権限）

第15条　社員総会は、一般法大法及びこの定款に規定するもののほか、当法
人の運営に関する重要な事項を決議する。

（開催）

第16条　定時社員総会は、毎年1回、毎事業年度終了後3か月以内に開催す
る。

2　臨時社員総会は、次に掲げる場合に開催する。

（1）理事会が必要と認めたとき

（2）総正会員の議決権の10分の1以上の議決権を有する正会員から
社員総会の目的たる事項を記載した書面又は電磁的方法により開
催の請求があったとき

（招集等）－

第17条　社員総会の招集は∴法令に別段の定めがある場合を除き、理事会が
これを決定し、理事長が招集する0

2　理事長は、前条第2項第2号の場合には、請求の日から6週間以内
に臨時社員総会を招集しなければならない。
3　社員総会を招集するには、社員総会の目的たる事項及びその内容・

日時並びに場所を示して、開催日の2週間前までに書面又は電磁的
一方法をもって通知しなければならない。

（定足数）

第18条　社員総会は、総正会員の半数以上が出席しなければ開催することが
できない。

（決議）

第19条　社員総会の決議は、一般法大法及びこの定款に規定するものを除き
出席した総正会員の議決権の過半数をもって決する。



2　前項の規定にかかわらず、次に掲げる決議は、出席した総正会員の

議決権の3分の2以上をもって決する。
（1）会員の除名

（2）監事の解任

（3）定款の変更

（4）事業の全部の譲渡

（5）解散及び継続

（6）合併契約の承認

（7）その他法令又は本定款で定めた事項
3　社員総会に出席することができない社員は、あらかじめ通知された

事項について、書面をもって決議し、又は他の社員を代理とした決

議を委任することができる。
理事又は正会員が社員総会の目的である事項について提案した場合

において、その提案につき正会員の全員が書面又は電磁的方法によ

り同意の意思表示をしたときは、その提案を可決する旨の社員総会
の決議があったものとみなす。

（報告の省略）

第20条　理事が正会員全員に対して、社員総会に報告すべき事項について通
知した場合において、その事項を社員総会に報告することを要しな
いことについて、正会員全員が書面又は電磁的方法により同意の意

思表示をした場合は、その事項の社員総会への報告があったものと

みなす。

（議長）

第21条　社員総会の議長は、理事長がこれに当たる。ただし理事長に事故が
あるときは、当該社員総会において議長を選出する。

（議事録）一

第22条、社員総会の議事について、次の事項を記載した議事録を作成しなけ
ればならない。

（1）社員総会の日時及び場所

（一2）正会員の現在数

（3）社員総会に出席した正会員の数（書面表決者及び電磁的方法表決
者、表決委任者を含む）

（4）審議事項及び決議事項

（5）議事の経過の要領及びその結果並びに発言者の発言の要旨

（6）議事録署名人の選任に関する事項
2　議事録には、議長及び出席した理事並びに正会員のうちからその社

員総会において選出された議事録著名人2名以上が記名押印をしな
ければならない。



第5章　役　員

（役員の設置等）

第23条　当法人に次の役員を置く。
理事3名以上8名以内

監事1名以上3名以内
理事のうち1名を理事長とし、当法人の代表理事とする。

理事のうち複数名を副理事長とする。

（選任等）

第24条　理事及び監事は社員総会において、出席した正会員の議決権の過半
数の決議によって選任する。
2　理事長、副理事長は理事会の決議により理事の中から定める。

3　理事及び監事は相互に兼ねることができない。

4　理事のうち、理事のいずれか1名とその配偶者又は3親等内の親族

（その他当該理事と法令で定める特別の関係がある者を含む。）で
ある理事の合計数が理事総数の3分の1を超えてはならない。監事
についても同様とする。

（理事の職務及び権限）

第25条　理事長は、当法人を代表し、その業務を執行する。
2　副理事長は、理事長を補佐し、理事長に事故のあると・き又は理事長

が欠けたときは、その職務を代行する。
3〉　理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款で定めるところにより

職務を執行する。

（監事の職務及び権限）

第26条　監事は法令で定めるところにより、次に掲げる職務を行う。
（1）理事の職務の執行を監査し監査報告を作成すること

（2）当法人の業務及び財産の状況を調査すること

（3）理事会に出席し、必要があると認めるときには意見を述べるこ
．と

（4）理事が不正行為を行い、若しくは当該行為を行うおそれがあると

認めるときは、遅滞なくその旨を理事会に報告すること
（5）前号の場合において必要であると認めるときには、理事長に対し
理事会の招集を請求すること。その場合、請求日から5日以内
に、その請求の日から2週間以内に理事会を開催する旨の通知が

発せられない場合は、直接理事会を招集すること

（6）理事が社員総会に提出しようとする議案や書類その他法務省令で
定めるものを調査し、法令もしくは定款に違反し、又は著しく不

相当な事項があると認めるときは、その調査結果を社員総会に報

告すること



（7）理事が当法人の目的の範囲外の行為その他法令若しくは定款に違
反する行為をし、又はこれらの行為をするおそれがある場合にお
いて、その行為によって当法人に著しい損害が生ずるおそれがあ

るときは、当該理事に対し、当該行為をやめることを請求するこ
と

（8）その他監事に認められた法令上の権限を行使すること

（役員の任期）

第27条　理事の任期は、選任後2年以内に終了する事業年度のうち最終のも
のに関する定時社員総会の終結時までとし、再任を妨げない。

2　監事の任期は、選任後2年以内に終了する事業年度のうち最終のも
のに関する定時社員総会の終結時までとし、再任を妨げない。

3　補欠又は増員により選任された理事の任期は、前任者又は他の在任

理事の任期の満了する時までとする。

補欠により選任された監事の任期は、前任者の任期の満了する時ま
でとする。

役員は、第23条に定める定数を欠くに至るときは、辞任又は任期
の満了後においても、新たに選任された者が就任するまでは、なお

役員としての権利義務を有する。

（役員の解任）

第28条　理事及び監事は、その地位にふさわしくない行為があったときに
は、社員総会において、総正会員の半数以上で総正会員の議決権の
3分の2以上に当たる多数をもって解任することができる。

（報酬等）

第29条　理事及び監事は無報酬とする。ただし、常勤の理事及び監事に対し
ては、社員総会において別に定める報酬等の支給の基準に従って算

定した額を、社員総会の議決を経て、報酬等として支給することが
できる。

（取引の制限）

第30条　理事が次に掲げる取引をしようとする場合は、理事会においてその
取引について重要な事実を開示し、その承認を受けなければならな
い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

（1）自己又は第三者のためにする当法人の事業の部類に属する取引

（2）自己又は第三者のためにする当法人との取引
（3）当法人がその理事の債務を保証することその他理事以外の者との

問における当法人とその理事との利益が相反する取引
2　前項各号の取引を行った理事は、その取引後、遅滞なく、その取引

についての重要な事実を理事会に報告しなければならない。



（責任の一部免除等）

第31条　当法人は、一般法大法第111条第1項に規定する損害賠償責任に
っいて役員が職務を行うにつき善意でかつ重大な過失がない場合に

おいて、責任の原因となった事実の内容、その役員の職務執行の状

況その他の事情を勘案し、特に必要と認めるときは、賠償責任額か
ら法令に定める最低責任限度額を控除して得た額を限度とし、理事

会の決議によって免除することができる。

当法人は、非業務執行理事等との間で、一般法大法第111条第1
項に定める賠償責任について、法令に定める要件に該当する場合に
は、賠償責任を限定する契約を締結することができる。ただし、そ
の契約に基づく賠償責任の限度額は、金1万円以上で、当法人があ

らかじめ定めた額と法令の定める最低責任限度額とのいずれか高い

額とする。

第6章　理事会

（構成）

第32条　当法人には理事会を置く。
2　理事会は、すべての理事をもって構成する。

（権限）

第33条　理事会は、この定款に定めるもののほか、次の職務を行う。
（1）社員総会の日時、場所及び社員総会の目的事項の決定

（2）規則の制定、廃止及び変更に関する事項

（3）前各号に定めるもののほか当法人の業務執行の決定

（4）理事の職務の執行の監督

（5）理事長及び副理事長の選定及び解職
2　理事会は次に掲げる事項その他の重要な業務執行の決定を理事に委
一任することはできない。

（1）重要な財産の処分及び譲り受け

（2）多額の借財

（3）重要な使用人の選任及び解任

（4‾）従たる事務所その他の重要な組織の設置、廃止及び変更

（5）理事の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するため
の体制その他当法人の業務の適正を確保するために必要なものと

して法務省令で定める体制の整備

（6）第31条第1項の責任の一部免除及び同条第2項の責任限定契約
－1

の締結

（開催）

第34条　理事会は、通常理事会と臨時理事会の2種とする。なお、理事会
は、理事総数の過半数の出席がなければ開会することはできない。



2　通常理事会は、3か月に1回、毎年計4回開催とする。
3　臨時理事会は、次に掲げる場合に開催する。

（．1）理事長が必要と認めたとき

（2）理事長以外の理事から、理事会の目的たる事項を記載した書面又
は電磁的方法により理事長に招集の請求があったとき

（3）監事が必要と認めて理事長に招集の請求があったとき

（4）本項第2号及び第3号の請求があった目から5日以内にその請求
があった日から2週間以内の日を理事会の日とする旨の理事会招

集の通知が発せられない場合において、請求した理事又は監事が

招集したとき

，（招集）

第35条　前条第3項第4号の場合を除き、理事会は理事長が招集する。
2　理事長は前条第3項第2号及び第3号に該当する場合は、その日か

ら2週間以内に理事会を招集しなければならない。

理事会を招集するときは、理事会の日の1週間前までに、各理事及
び監事に対して書面又は電磁的方法において、その通知をしなけれ

ばならない。

前項の規定にかかわらず、理事及び監事の全員の同意があるときに
は、理事会は招集の手続きを経ることなく開催することができる。

（議長）

第36条　理事会の議長は、理事長がこれに当たる。ただし理事長に事故があ
るときは、あらかじめ定めた順序により、副理事長又は他の理事が
これに当たる。

（定足数）

第37条　理事会は、議決に加わることのできる理事の過半数が出席しなけれ
“●ば開催することができない。

（決議）

第38条　理事会の決議は、この定款に別段の定めがある場合を除き、議決に
加わることのできる理事の過半数が出席し、出席理事の過半数をも
って決する。

（決議の省略）

第39条　理事が理事会の決議の目的である事項について提案した場合におい
て、その提案につき議決に加わることのできる理事全員が書面又は

電磁的方法により同意の意思表示をした場合は、その提案を可決す
る旨の理事会の決議があったものとみなす。ただし、監事がその提

案について異議を述べたときは、この限りではない。



（報告の省略）

第40条　理事又は監事が理事及び監事の全員に対し、理事会に報告すべき事

項を通知した場合においては、その事項を理事会に報告することを
要しない。ただし、一般法大法第91条第2項の規定による報告に
ついては、この限りではない。　　　　　　　－

（議事録）

第41条　理事会の議事については、開催の日時及び場所、議事の経過の要領

及びその結果、その他の一般法人法施行規則第15条第3項及び第
4項に定める事項を記載又は記録した議事録を作成し、出席した代

表理事がこれに署名又は電子署名若しくは記名押印し、理事会の日
から10年間主たる事務所に備えおく。

第7章　基金

（基金の拠出）

第42条　当法人は、基金の拠出を会員又はその他の第三者に求めることがで
きる。

（基金の募集）

第43条　基金の募集、割当及び払込み等の手続きに関しては、理事会の決議
により別に定める「基金取扱規定」によるものとする。

（基金拠出者の権利）

第44条　基金拠出者は、前条に規定する「基金取扱規定」に定める日までそ
の返還を請求することができない。

（基金の返還の手続）

第45条　基金は、定時社員総会の決議に基づき、一般法大法第141条第2

項に規定する限度額の範囲内において返還するものとする。

（代替基金積立）

第46条　基金の返還を行うために、返還される基金に相当する金額を代替基
金として積み立てるものとし、この代替基金については取崩しを行
わないも′のとする。



第8章　財産及び会計

（財産の構成）

第47条　当法人の財産は、次に掲げるものをもって構成する。
（1）財産目録に記載されている財産

（2）会費
（3）寄附金品

（4）事業に伴う収入
（5）資産から生ずる収入
（6）その他の収入

（財産の管理）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

第48条　当法人の財産は、理事長が管理し、その方法は理事長が理事会の決
議によって定める。

（経費の支弁）

第49条　当法人の経費は、当法人の財産をもって支弁する。

（事業年度）

第50条　当法人の事業年は、毎年4月1日から翌年3月31日までの年1期
とする。

（事業計画及び収支予算）

第51条 当法人の事業計画及び収支予算については、毎事業年度開始日の前

日までに理事長が作成し、理事会の決議を経て社員総会の承認を受

けなければならない。これを変更する場合も同様とする。

前項の規定にかかわらず、やむを得ない事由により予算が成立しな
いときは、理事長は理事会の決議を経て、予算成立の日まで前年度

の予算に準じて収入を得又は支出することができる。

前項の収入支出は、新たに成立した予算の収入支出とみなす。

（事業報告及び決算）

第52条 当法人の事業報告及び決算については、毎事業年度終了後、理事長
が次の書類を作成し、監事の監査を受け、理事会の承認を経て、定

時社員総会に提出し、第1号及び第2号の書類についてはその内容

を報告し、第3号から第5号までの書類については承認を受けなけ

ればならない。

（1）事業報告書

（2）事業報告の附属明細書

（3）貸借対照表

（4）損益計算書（正味財産増減計算書）
（5）貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の附属明細書



（長期借入金）

第53条　当法人が資金の借入れをしようとするとき、その事業年度の収入を
もって償還する短期借入金を除き、社員総会において総正会員の半

数以上が出席し、総正会員の議決権の3分の2以上の多数による決
議を得なければならない。
2　当法人が重要な財産の処分又は譲受けを行う場合も前項と同じであ

る。

（会計原則）

第54条　当法人の会計は、一般に公正妥当と認められる法人の会計の慣行に

従うほか、一般に公正妥当と認められる公益法人の会計基準その他
の公益法人の会計慣行をしん酌しなければならない。

（剰余金の処分制限）

第55条　当法人は、会員その他の者に対し剰余金の分配をすることはできな
い。

2　会員その他の者に対する剰余金の分配をする社員総会の決議は無効

とする。

第9章　定款の変更及び解散等

（定款の変更）

第56条

（合併等）

第57条

（解散）

第58条

この定款は、社員総会において総正会員の半数以上であって、総正

会員の議決権の3分の2以上の多数による決議を経なければ変更す
ることができない。

当法人は、社員総会において、総正会員の半数以上であって、総正

会員の議決権の3分の2以上の多数による決議により、他の一般法

人法上の法人との合併、事業の全部または一部を譲渡をすることが
できる。

当法人は、一般法大法第148条の事由によって解散する。ただ
し、同条第3号の事由の場合には、社員総会において、総正会員の

半数以上であって、総正会員の議決権の3分の2以上の多数による
決議により解散することができる。

（残余財産の帰属）

第59条　当法人が解散等により清算するときに残存する財産は：社員総会の
決議を経て、当法人と類似の事業を目的とする法人又は国若しくは
地方公共団体に贈与するものとする。



第10章　事務局

（事務局）

第60条　当法人は事務を処理するために、当法人に事務局を置くことができ
る。

2　事務局には、クラブマネジャー及びその他の職員を置くことができ

る。

3クラブマネジャ「及びその他の職員は、理事長が理事会の承認を得

て任免する。
4　クラブマネジャー及びその他の職員の事務分掌、給与等について

は、理事長が理事会の決議を経て別に定める。

第11章　情報公開

（情報公開）

第61条　当法人は、公平かつ開かれた活動を推進するため、その活動状況及
び運営内容、財産資料等の情報を積極的に公開するものとする。
2　情報公開に関する必要な事項については、理事会の決議により、別

に定めるものとする。

（個人情報の保護）

第62条　当法人は、業務上知り得た個人情報の保護に万全を期するものとす
る。

第12章　附則

（最初の事業年度）

第63条　当法人の最初の事業年度は、当法人設立の日から平成29年3月3
1日までとする。

（設立時の役員）

第64条　当法人の設立時の役員は、次のとおりとする。

設立時理事

設立時理事

設立時理事

設立時理事

設立時代表理事

設立時監事

設立時監事

夫
　
　
　
　
夫

樹
雄
彦
夫
樹
二
一

美
力
正
貞
美
征
集

津
野
林
内
溝
辺
沢

半
菅
小
杉
半
渡
西



（設立時社員の氏名及び住所）

第65条　設立時社員の氏名及び住所は、次のとおりである。

設立時社員

住　所　福島県二本松市亀谷一丁目59番地
氏　名　　半溝　美樹夫

設立時社員

住　所　　福島県二本松市金色396番地3
氏　名　　菅野　力雄

設立時社員

住　所　福島県二本松市成田日向127番地4
氏　名　　小林　正彦

（法令の準拠）

第66条　本定款に定めのない事項は、すべて一般法大法その他の法令に従
う。

以上、一般社団法人にほんまつ城山クラブを設立するためにこの定款を作成
し、設立時社員が次に記名押印する。

平成　ユ8年／／月　9　日

設立時社員　　半澤　美樹夫

設立時社員　　菅野　力雄

設立時社員　　小林　正彦
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